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第 2回 統 合 お よ び 第 1回 研 究 会 報 告

(金沢大学 )

(青山学院大学 )

(山梨学院大学 )

標記年次大会が1995年10月 8日 (日 )午後から9日 (月 )午前にかけて、京都の光

華女子大学の徳民館小講堂で開催された。第 1日 日は総会および懇親会、第2日 目は

初の研究会というスケジュールで行われた。

第 1日 目 総会

総会は出席320名、委任状20名。会員80名中詳

“

名の参加により、成立。高田賢一

氏 (副代表 :青山学院大学)を議長として、以下のような議事が進められた。会議の

もっとも大きな議題は4)一 (6)の会則改定の部分であつた.研究会という名称を

学会という名称に変更したいという役員会からの提案の主な理由は、会員の勤務先に

おける出張申請上の便宜および本会が行う助成金申請上の便宜の2点であった。変更

理由については基本的に全会一致で了承されたが、名称そのものについては若千の議

論があった。「文学・環境学会」という案と、「文学・環境研究学会」という2案が

議論され、最終的には前者に落ち着いたが、今後も議論の余地のあることが併せて確

認された。また、従来「談話会」と呼んでいたものは「研究会」とし、「研究会」は

「大会」と呼称することとなった。以下、書記記録に基づいて議事内容の概略をご紹

介しておきたい。

開会宣言および役員紹介 (野田氏)

諄

1)1994年度活動報告 (野田氏 。大神田D
2)1994年度会計 。監査報告 (外岡・成田氏、監査 :平石D

1995年度予算案承認

3)1995年度活動計画 (95-96年 D(野 田D
4)討議 :今後の課題

(1)「 日米環境文学シンポジウム」について (野田D
(2)「 日本のネイチャーライテイング研究」分科会報告 (山里氏)

分科会幹事 :山里氏、副幹事 :高橋氏

委員 :外岡、生田、中村、高田、石井、本下、大神田、亀井、野田、

岡島の各氏。

(3)資料部の設置 (野田氏)

(4)今後の談話会・研究会の開催予定と問題点 (野田D
(5)学生連絡会の設置について (野田氏)

(6)会則改訂について

a。 名称変更 (野田氏) 議論の結果、「ASLE―」apan/文学・環境研究

会」を「ASLE―Japan/文学 ,環境学会」と変更することが決定された。

b.役員任期の運用上の変更について (議長)諸般の事情から総会の時期

が初年 度5月 から今年度10月 にずれ込んだ。来年度の総会がこのまま10月

開催となり、 役員任期 (2年間)を総会単位で区切るとすれば、5ヵ 月の実

質延長となる。次回 総会時まで任期を延長することについて了解。



Apri!25,1996 ASLE―」apan Newsletter No.4

c.ニ ューズレター編集委員の増員について

会則第6条に「ニューズレター編集委員 2名」とあるのを、会誌編集委員数の記述にならって、「ニューズレター編集委員 若

干名」に変更する。若千名とは4～ 5名 という意味。

(7)その他

新規加入者の承認 (議長)

閉会宣言 (秋山氏)

記録 (書記 :土永孝)

第2日 目 研究会

研究会は総会を上回る会員の参加によって盛況のうちに行われた。何よりも特筆すべきは、ASLE―」apan設立 1年を経ずして、

このようなアカデミックかつポレミックな研究発表の場を持ち得たこと、またこのような視点からの研究発表が日本ではおそら

く初めてであろうことであった。それぞれの発表者は、ASLE―」apan設立以前から、それぞれにこのような領域への研究を進め

ておられた方々であるが、そうした個別的な営みをヽ LE―Japanが集合させる役割を果たし得たことは、何よりの成果であった。

以下、プログラムを再録しておきたい。

大会  午前 10:00～ 12:30
研究発表 :司会 山里勝己氏 (琉球大学)

10:00-10:30  結城正美氏 (広島大学大学院後期課程 )

「Rcfllgeに おける 〈場所のエロティシズム)」

10:35-11:05  赤嶺玲子氏 (前ネヴァダ大学大学院)

「自然とジェンダー」

11:15-11:45  C.S.シ ュライナー氏(C.S.Schreiner、 広島大学)

"Perverslons of Pastoralin the Works of Raコ nond Carverand Patl Auster."

11:50-12:20  ブルース・アレン氏(Bruce Anen,順天堂大学)

"OfGeish"and GHzz五 es Ⅱ:OnTraditions and Corlllections be● veen Nattlre Writing in」 apan

and the U.S."

*組 合 0研 究 会 を 終 え て ― ASLE― 」apan/文 学 ・ 環 境 学 会 代 表  野 田  研 一

熊本での設立大会における胎動の不安に較べれば、京都

大会の準備段階における気分は、いわばようやく一人歩き

し始めた自立への不安と期待が相半ばするものでした。し

かし、蓋を開けてみれば、予想を上回る盛況。総会におけ

る活溌な議論、研究発表の質の高さ、あるいは新たに参加

された方々の顔、学生会員の参加など熊本では味わえな

かった新たな要素が加わり、ようやくASEttapallの 性格

が形づくられつつあるのだという感を強くしました。とり

わけ、研究発表は日本では初めての試みであることに改め

て強い感慨を覚えます。今後、この分野での研究を展開し

ようとする者にとってこれはきわめて大きな激励であり基

盤ともなります。記念すべき研究発表を行って下さった4

名の方々に心からの謝意を表します。また、すべての研究

発表に関する司会を引き受けて下さった山里勝己氏にもお

礼を申し上げます。そして活溌な質疑応答に参加して下

さったすべての会員の皆さんにも。

京都大会開催に当たっては、会場の準備から懇親会に到

るまで全般にわたって光華女子大学の岩田強氏のご助力を

得ました。ほんとうに申し訳ないほどきめの細かいご配慮

をいただきました。この場を借りて改めてお礼を申し上げ

ます。また、宿舎の手配その他について、やはり地元の西

村頼男氏 (阪南大学)の ご協力を得ました。今後も、さま

ざまな場所で総会および大会を開催することになります

が、開催地の方々には運営上、さまざまなご助力を願わね

ばなりません。どうぞよろしくお願い申しあげます。な

お、役員あるいは事務局として力及ばず、反省すべき点も

多々あったことを銘記しておきたいと思います。とくに役

員の仕事の充分な組織化が成し得ず、その分、開催地の

方々に負担をおかけしました。今後は大会運営にかかわる

プログラム実行委員会を早期に組織 して、開催地の方々と

の協力および分担態勢を強化して行きたいと考えます。

最後に、総会でも提起されましたが、大会のありかたに

ついてはさまざまな工夫の余地があろうかと思います。

ASLEttapan/文学・環境学会にふさわしい大会を皆さん

のアイデアを結集して構想していきたいと思います。どう

ぞ忌憚ないご意見、ご提案をお願いします。
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パ ト リ ック ・ マ ー フ ィ教:授 (PrOfeSSOr Patrick Murphy)

講 演 会 日程

沖

5月 2日 (本) 講演  「アメリカン・ネイチャーライティングをめぐって」

(bcttlre on American Nature W五 tillg)

場所 :琉球大学法文学部

5月 3日 (金)講 演「アメリカの大学における英文科カリキュラムの変化について」

⊂£cttlre on Changesin Cudcdllm in Engush in AmeHcan Universities)

場所 :琉球大学法文学部

5月 6日 (月 )講 演  「アメリカ文化とアメリカ社会における文化的多元主義」

(bcture on Mdticuturalism inAmeHcan Hterature and S∝ ietyp

場所 :琉球大学法文学部

5月 7日 (火)講 演  「アメリカの大学院について」

l■ecttlre onAmeHcan Gradllnte School)

場所 :琉球大学法文学部

*沖縄地区のお問い合わせは、琉球大学法文学部 山里勝己氏 まで.

名古屋

5月 9日 (木)講 演  「アメリカの大学におけるカリキュラム改革」

("Cu宙cutlm Refolll.in the United States:Models,Problerns,and Prospects for Japan")

場所 :名古屋アメリカン・センター

*参加ご希望の方は直接名古屋アメリカン・センター CTe1 052-581-8631)にお問い合わせ下さい。

島広

5月 10日 (金 )

詳細は別掲案内

～ 5月 11日 (土)

Ep.5]を ご覧下さい。

東京および近

5月 24日 (金 )

青山学院大学 (厚本キャンパス)講演 11:00-12:20p.m_
「アメリカン・ネイチャーライティング入門」

(“IntrOduction toAmedcan Nature Writing")学 部 1～ 2年生対象

フェリス女学院大学 講演 3:30-5:00p.m.
「アメリカン・ネイチャーライティング入門」

("IntrOductiolltoAnlerican Nature Wtting")学部 1～ 4年生対象

5月 26日 (日 )ASLE―Japan/文学・環境学会 講演 (青山学院大学総研ビル 3F第 10会議室)

「環境文学―ネイチャーライティングとノンフィクションのフィクション性を越えて」

(Environmental Literatlre:Beyond Nattlreヽ Vritillg and the Fiction of Nonflctiolnlity)

ASLEづapar1/文学・環境学会主催  (詳細は別掲案内 [p.4]を ご覧下さい。)

*東京地区のお問い合わせは、青山学院大学文学部 高田賢一氏 まで。
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ASLE―」apan 1996年度 研 5宅・ i講う寅会

開 催 の お矢口らせ

新年度第一回目の研究会を下記の要領で開催いたします。今回

は講師としてパ トリック・マーフィ氏 (Patrick Do Mtrphy:

Indiara UniversityofPerlnsylvaniaを お招きします。マー

フィ氏はその著Lilerature,NaFШ e and othgfユ リね耐闘s=

criri9ues(State University ofNewYork Press,1995)で エコ

クリティシズムおよびエコフェミニズムの理論家として脚光を

浴びている研究者であり、まただLE―U.S.の 機関謝 SEの前

編集主幹として活躍すると同時に、この間の文学と環境をめぐ

る議論において中心的な役割を果たして来た気鋭の学者です。

5月 26日
8月 初旬

8月 13日 ～ 17日

9月 下旬

10月 6日 ～ 7日

*詳細は追って通知いたします。

郎 LE Japanも 参画するプロジェクトとして現在進行中のLiι―

eraFure and EnИ Юttη ttFi A ffarldbα 来の編者でもあり、

今後もマーフィ氏を中心としたさまざまなプロジェクトが構想

されています.エコクリティシズムの理論的最前線、アメリカ

のネイチャーライティングの現状などに関心をお持ちの方は、

ぜひご参加下さい。なお、同氏はこのほかにも来日期間中、南

は沖縄から広島、名古屋、東京など各地で講演を行う予定で

す。詳細は別掲スケジュールをご覧下さい。

日時 :5月 26日 (日 ) 午前 11時～ 12時 30分
場所 :青山学院大学 総研ビル 3F 第 10会議室  (総研ビルは青山学院大学正門を入ってすぐ右側

"Environmental Literattlre:Beyond Nature Wnting and the Fiction of Nonfiction』 ty"

終了後、午後 1時～ 3時までの予定で、歓迎会および懇親会を開催いたします。

場所 :青学会館

時間 :午後 1時～ 3時 会費 :¥4.000

*参加ご希望の方は、別紙出欠表を 5月 20日 までに下記宛てご返送下さい。

高田賢一 (馬LE―Japan副代表)

>>>>>今 後 の行 事 予 定 <<<<<

東京 研究会―パ トリック・マーフィ氏 (IWI前編集長)講演会

富山/京都 シンポジウムーゲーリー・スナイダー氏 (詩人)

ハワイASLEハワイシンポジウム

京都 研究会―ローレンス・ ピュエル氏 (ハーヴァー ド大学)講演会 (交渉中)

札幌 ASu>Japan/文学 。環境学会年次大会 (札幌大学)
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1996年 度 春 季 研 究 会 お よび役 員会

【報 告】

3月 9日 (土)春季研究会 (午後 1時 30分より)、 および

役員会 (3時 30分より)を青山学院大学で合併開催しまし

た。主な内容は次のとおりです。

春季研究会

1)Environmentar Lfteraturef An lnlernaFfonar

HandとB景、執筆打ち合わせ

山里勝己氏の報告にしたがって、主に執筆内容、執筆者

の検討を行いました。詳細は「日本のネイチャーライ

ティング研究分科会」報告をご覧下さい。

2)ハ ワイ・シンポジウム/プログラムについて

野田研一氏の報告にしたがって、日米の参加者の確認、

およびプログラム内容の検討を行いました。日米双方か

らそれぞれ約 20名の参加が見込まれています。また招

待作家の人選も進んでいます。プログラム内容に関して

も、さまざまな具体的提言がなされました。主な提言は

以下のとおりです。

1)現代フィクション作家のうち、翻訳に値する作家

として日野啓三、池澤夏樹などを採り上げる。

2)石牟礼道子に関する研究発表力
'多

いのでまとめて

一つのセッションとする。

3)日米の 〈自然〉概念の差異を討議する。併せて、

自然保護運動のありかたの違いも検討する。

4)アメリカのネイチャーライティングの日本への影

響、とりわけ日本におけるソロー受容についてセッ

ションを設ける。

5)日米双方に具体的なかかわり、ゆかりのある作家

を採り上げる。たとえばt滞日経験もあり、宮沢賢治

の翻訳もあるゲーリー・スナイダー。

6)環境教育のプログラムを設ける。

【役員会】

主な議題は次のとおり。

1)ハワイ・シンポジウム/プログラムについて
。招待作家の人選を岡島氏、日野啓三氏に依頼。

・補助金の申請を岡島氏を中心に検討中。

・航空券の手配を一括して「マップ 。インターナショ

ナル」に依頼。

2)本年度行事について (別掲案内参照)

3)役員改選について (別掲案内参照)

4)会誌刊行について

1996年度刊行を目標に計画を進める。

ニューズレター第 4号について

その他

５

　

６

中・ 四 国 地 区  研 究 会 、 講 演 会 、 勉 強 会 へ の お誘 い

パ トリック・マーフィ教授の来日に伴い、中・四国地区では研究会と講演会を予定しています。奮ってご出席下さい。

研究会 日
・

時 :1996年 5月 10日 (金) 15:00～ 17:00
場 所 :広島大学総合科学部 A423
テーマ :エ コフェニミズム、序論と現状分析

歓迎夕食会 :17:30か らウッドハウス (フ ランス料理)

」R八本松駅近く 会費3000円程度

1996年5月 11日 (土) 10:00～ 12:00
アステールプラザ中会議室

エコクリティシズムとポストモダニズム

中四国アメリカ文学会

上記参加希望者は5月 5日 までに、伊藤詔子 までご連絡下さい。

*これを機会にェコフェニミズムについての勉強会を始める予定です。手始めに読書会から始め第 1回を6月 中に開催し

たいと考えています。

テキス ト :」udith Phは ed.,IL証昭 めθ woШ2dsf The■omisc oFEcoFclni滅 sm,Green Print,1989

参加希望者は5月 末までに伊藤までご連絡下さい。 日程を調整後連絡します。なおテキス トは各自入手して頂くか (出版
元 :¶記 Merlin Press,10 Maklen Rorad,LDndon NV531-IR,paper£ 7.99)、 ご希望によリコピーをしますのであわせ

てご連絡下さい。

時

所

マ

催
一

日

場

テ

主

△本演講
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シ 一フ バ   ス 介紹

授業科目名 (単位数)

講義題目

担当代表者

曜日時限

講義要旨

愛 媛 大 学  1995年 度 統 合 科 目授 業 計 画

総合科目D VI(2)
(自 然)を解読する

木下 卓

火 3

わたしたちが 〈自然〉について論 じるとき、それはあるがままの自然ではなく、ある程度の抽

象性をともなった文化としての (自然)と いう様相を帯びざるをえない。学問や文化のそれぞ

れの領域からとらえられるさまざまの (自 然)に触れながら、 〈自然〉相互間の差異やずれを

認識し、文化としての (自 然〉の全体像を創り上げてゆく。

日 程  担 当 者 所 属 講 義 内 容

10月 17日  本下 卓  教養部 イントロダクション

10月 24日  池田 忠生 教養部 古代ギリシア人の自然観をその歴史的な背景

10月 31日  黒本 幹夫 教養部 東洋における自然観の特徴

11月 7日  福岡 正信  無 職 自然農法をとおして見た (自 然〉

11月 14日   川端善一郎 農学部 環境としての 〈自然〉

11月 21日   日原 冬生 教養部 甦った遺伝子一生物学の視点から一

11月 28日  上田 紀行  教養部 〈自然)と文化一文化人類学の視点から一

12月 5日  本下 卓  教養部 性における (自然〉とは一ゲイ・カルチi―について一

12月 12日  松久 勝利 教養部 ピュシスの表象一西洋美術における (自然〉の問題一

10 12月 19日   宇和川耕一  教養部 書かれた 〈自然)の変遷一 ドイツ文学から一

11 1月 9日  小西 永倫 教養部 イギリス文学と 〈自然〉一ロマン派以降一

12  1月 16日  望月佳重子 ｀
教養部 アメリカ先住民の (自然〉観

13  1月 23日  本下 卓  教養部 (自 然)というジャンルーアメリカン・ネイチャーライティ

14  1月 30日  加藤 好文 教養部

本下 卓  教養部

アメリカ南部の (自 然〉観

総括

Scott H.Slovic,Terren F.Dixon編著Being inめ c wοrFdf An Ellvfronmentar Reader for Wrfι ers

rMacmf″ an,199の が4冊、上智大学の秋山健先生のところにあります。本書はネイチャーライティング研究の基本図書の一

冊で、裏表紙には以下のような紹介文が載っています。

3`れgJれ 働
`WarJ」

rAれ E7tッれ
"“

χ
“

ra′ R`αど
`rノ

br wriたrs is a thcmadcally organizcd composidon rcader dcnvcd from thc

assumption that,as John Muir once putit,:'Inost pcoplc are οれthe world,notin it."Thc textis tour― part organization suggcsts an

evolving hlllnan relatonship to thc natun狙 、vorld.詢 s tcxt includes:

・ Eighty―three selecdons of essays,lettcrs,and jourllal entries by au■ ors ranging fЮm Edwtt Abbey to Ann Zwingcr alld

including such diverse and exciting wHtcrs as GloHa Anzaldua,Wendell Beny,Sandra Cisncros,Anlue Dillard,Gretcl Ehllich,

Robert Flnch,Stcphen Jay Gould,and Eddy L.LЛ ns.ヽ4ultiplc sclcctiorLs by ten of thc anthologizcd authors are provided.

OSubstantial chaptcrintroductions;biographica1/critical hcadnotcs,many bascd on interviews with thc authors;topics for discus―

sion and、v● ting:and selected bib1lographies.

O Color rcproductions of three landscape paintings and one photograph with discussion and、 vriting topics.

OGlossary of cHdcaltcrlns commonly used in discussing naturc wnting.               ′

From the Foreword by Senator Gaylord Nclson,the Founder of Eam Day:"A wFidng tcxtbook like B`加 gれ ′んι Wbr′′」A″

EれνJ“れ
“ “

raJ R`αご
`‐
sor WrFr`だ Offers students many ways of dcveloping skills as wHters and thinkcrs.ButJust as impoト

tandy,I think,ithelpsto focus attendon on how human beingsl市 e on一 or in'一 the worlC an isSuc that wiH detclllline what kind

of world futurc gcncrations wiH inherit"

ご入用の方は秋山先生にご照会下さい。

リカのネイチャーライターの朗読テープも数点あるそうですので、関心のある方は合わせてお問い合わせ下さい。

なお、アメ
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現 代 ネ イ チ

森 の 女 ア

ライ タ ー の 構 顔 (4)

ラバ ス テ ィ ー ル

上 周 克 己

アン・ ラバスティールに初めて接したのは、Robert F.

Sayre ed_New ttb3～s or2予ツ7den(CarFlbridge:Caln―

bndge Universiサ Press,1992)に収められてある彼女の

エッセイ"Fishing in the Sb′"であった。このエッセイを通

して、彼女がウィルダネスの色濃く残る広大なアディロン

ダック山中のある湖の畔に本屋を建て、独りでソロー的生活

を営んでいることを知った。彼女は"female¶ Юreaurと し

ばしば形容されているがソローは著書の中で女性に関してほ

とんど語ることがなかったので、彼女を知るまでソローと女

性はどうあっても結びつかないという先入観念かあった。し

かしその偏見は彼女を知って以来捨ててしまった。

実際のところ、ソローの『日記』の記述の中に、ソローが

自然を愛する女性について言及した一節があることを教えら

れた一― 「私はこれほど自然を愛する若い女性を聞いたこと

がなかった。彼女は寂しい荒れ果てた地に行って、独 りで住

むという。彼女は『自由に生きれる』と考えている。私は彼

女の計画を知って嬉しい。」 (1857年 4月 23日 )

それにしても、女性独 りのウィルダネスの生活とはどうい

うものだろうか ?処女作『森の女』はその一部始終を語って

くれる。彼女の生き方は、多分に自主独立精神を謳歌するア

ウトドア・ ライフのひとつであり、アメリカ人の好みそうな

話である。 しか し彼女は単なる記録作家に甘んじることな

く、世間の偏見や差別の中で女性としての自己定義を試み

る。

続編『ブラックベア湖を越えて』ではアディロンダック州

立公園に侵入してくる様々な開発や汚染 (酸性雨や核魔棄

物)に 目を向ける。彼女の環境意識がますます研ぎ澄まさ

れ、もちまえのヴァイタリティが抗議運動へと促す。もっと

もすべてが深刻な話題に限定されるわけではなく、森の生活

の喜びにも多くのページが費やされている。彼女の森の生活

はソコーのような禁欲的ではなく、性に関しては極めておお

らかである。といってだれが彼女を俗物と解せようか ?

優秀なエコロジス トとしての観察記録が『絶滅した水鳥の

湖』に結晶している。グアテマラに生息 していたポックとい

う水鳥の絶滅についての美しくも悲しい話であり、その背後

に我々ホモ・サピエンスという種の傲慢な生き方が問われて

いるのである。アン・ラバスティールは「簡素な生活 。高き

想い」の生活を送る一方で、生態学的良心に則り、環境破壊

に対して警告を発し続けている。

アン・ラバスティール師 ■aBastlle)は 1938年、ニュー

ヨークで生まれる。コーネル大学で博士号取得。野生生物生

態学者。1965年か らアディロンダック州立公園内に居をか

まえ、独 りで生活をする。1985年からはさらに奥地にある

小さな湖の畔に本屋を建て、「ソローニ世」と命名し、現在

もそこで森の生活を続けている。主要著書として次がある。

I″てててf≦ルしてInan(1976)

7omer2arld W7rdemess(1980)

(『自然と共に生きる女たち』晶文社、中村凪子訳、1987年 )

BeyondBFackBcarla■ e(1987)

AttυmaPocrAnPorOgiSι bAccoLmι Ofιねe正漱すFnc″οn οfa

spccfes(1990)

ヤ ー

ン 0

●『ユリイカ』 3月 号 (青土社)

同誌 3月 号が特集「ネイチャーライティング」を組んでい

る。 5人のネイチャーライターの最近の話題作を巻頭に、ロレ

ンス・ピュェル、スコット・スロヴィックの問題提起に富む論

考のほか、95年度日本英文学会のシンポジウム・パネルで

あった志村正雄、荒このみ、佐藤良明氏の各論考、それに

ASLE―」apanか ら伊藤詔子、笹田直人、野田研一各氏が論考

を寄せている。また巽孝之、今福龍太両氏による徹底討論
「ウォールデンの浜辺で一ネイチャーライティングを解放す

る」は、アメリカのネイチャーライティングというジャンフレを

自然派や特定の趣味 。指向の開域に封じ込めることなく、アメ

リカ文学やアメリカ文化、あるいはさらに大きな文脈の中でと

らえようとする挑発的な議論が展開されている。さらに

ASLE―Japan会員の分担執筆による、山里勝己編 「ネイ

チャーライティング 。キーワー ド集」、高田賢一編「アメリ

カン・ネイチャーライティング・ブックガイド30」 は、今後

ネイチャーライティングというジャンルがより広範に共有さ

れるための重要な役割をはたしてくれるだろう。『フォリオ

a』 2号、『英語青年』以来、久々の本格的な雑誌特集は、

ネイチャーライティングの今後の動向のみならず、エコクリ

ティシズムヘの大きな足がかりを提示している。

●『アメリカ文学の (自然〉を読む』 (ミ ネルヴァ書房)

スコット・スロヴィック、野田研一編『アメリカ文学の (自

然〉を読む一ネイチャーライティングの (8ページに続く)
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鈴木大拙の「エマソン論」は、正確には「エマーソンの禅

学論」 (『禅宗』第14号、鈴木大拙全集所収・和文)と題

され、明治29年 (1896年 )に書かれている。エマソンから

の引用は主に¶R OVe卜 Sotllか らであるが、他にCircles,

Sel←re■anceま た L.D.S.と 略されるものからの引用も数

力所ある。当時26歳の大拙はまだ渡米前であったが、すで

に先に渡米していた師匠の釈宗演氏の講演原稿の英訳の仕事

を手伝うほか、師匠の示唆のもと「新宗教論」なる著作も

あった。大拙はこの歳までに学業の傍ら、積極的に禅の修行

を行い、禅に対するかなりの知見を得ていたと思われるが、

同時に維新以来日本に紹介されてきた西洋の文献にも興味を

示し、哲学書等も広 く読書していたとされている。

大拙はエマソンが 「直覚的真理の存在を

認」め、その求めるところが、禅の思想の持

つ不立文字・教外別伝・見性成仏によるさと

りへの道筋と大いに一致していることを論ず

る。それは単に禅との類似点 。共通点を挙げ

るのではなく、むしろ大拙自身が真にエマソ

ンの思索に共感の意を持ち、その共感の意と   松

大拙が禅に対して抱く共感との共有点を淡々

と語るものである。大拙は冒頭部分で 「彼   原

(エマソン)は禅を説くものなり、少なくと

も禅的修養を説くものなり」とまで言いきっ   有F

ている。

大拙はまず、'The Over―Sotll"の 中から   男

禅の 「不立文字」に共通する部分を引用す

る。 「言語文字の答は詐なり、汝が求むる所

は実に言詮を離る」(ノ讐l arlswerin words

is delusivelitis really no answer to the questions you

ask。 )「不立文字」は、真理は文字に表せず概念では規定で

きないとする思想である。大拙は人間社会における言語の貢

献度を大いに認めた上で、その言語による東縛が、求めてい

るものを見えなくするというエマソンの指摘を、その著書の

中から拾い上げる。言語・概念によって真理に到達できない

という視点から、 「たとえ聖賢の言葉であっても自らそれを

真と認めないのならば信ずる価値がない」(L.D.S)との

エマソンの主張に賛同するのである。

禅の悟 りは、他人から教示された概念によって得ることが

できるのではなく、自らの禅的体験によってのみ得ることが

できる。大拙はそれを「吾自ら之を見て之を了するにあるの

み」と表現している。エマソンの語る真理も「それを見たと

きにのみ真理とわかる」ものである。それはあたかも自分が

目覚めているときに自分が目覚めていることを知覚できるよ

うなものであるChe O■7er sOul)とエマソンは語る。した

がって真理 (も しくは神)は外に向かって求めるものではな

く、自分の内側に向かって求めるべきものである。ゆえに神

の語る所を知ろうと思ったら、「汝の密室に入りて門戸を鎖

ざすlgointO l■ is closet alld shutthe d∞ r)」 ことが必要に

なる。自らの周囲の社会的環境をすべて遮断することによっ

て、はじめて自分の中にある神の言葉 。真理 (悟 り)を体験

することができるのである。

このように、禅とエマソンに共通するものはいわば自己の

理性判断・直観への絶対的信頼である。しかし、禅はさらに

理性の真理に対する直覚性には、現実社会における自己判断

の否定が伴うものであるとする。 「まづ死せよ、先ず忘れ

よ」と説く禅は、自分の記憶も自分の環境の

ひとつであるとして、その記憶を消し去るこ

とにその修行が始まるとされる。大拙はこの

点においても、エマソンの思索に抜かりがな

いことを"Circles"か らの引用で証明してい

る。 「此に吾曹が切に得んことを望んで止ま

ざる一事あり、即ち吾我を忘るること是な

り、常軌の外に出でて自ら驚くこと是なり、

無量劫来の記憶を失却すること是な り。」

Qe one tlling、vllich、ve seek、vith insa―

tiable desire is to forget otlrse市 es,to be

strpHsed out of our prOpdety,to lose

our sempitemal memow… .に の境地に

至ってはじめて、 「個人的霊体(the indi一

vidual solll)」 と「宇宙的霊体(the Ш dver―

隧l sotll)」 が融合する準備ができあがるので

ある。

さて、このように禅学者大拙がエマソンに対 して覚える共

感はけっして偶然のものとは考えられない。それは、エマソ

ンのコンコー ドにおけるヨーガ行への傾倒や、インド諸宗教

典の読書に起因していると思わぎるをえない。たとえば

"Cicles"の 中に語られるように「自己を忘れ去 り、日常の妥

当性を脱し、無限の (無始以来の)記憶を捨て去ること」を

求めるのは、禅思想の祖先とも言うべきインドヨーガ学派の

基本思想である。

大拙は、「今後も西洋の文学の中で禅的な要素を持ってい

るものを紹介し、また禅が世界に向かって宣伝すべき希有の

思想であることも論じてゆきたい」として、このエマソン論

を閉じている。しかし大拙は現実にはこのエマソン論を書い

た翌年から11年間の渡米生活に入 り、その生涯はもっぱら禅

思想の海外への紹介、翻訳に費やされることになる。

鈴

木

人

拙

の

エ

マ

ソ

ン
論

世界へ』(Scott SIovic a週 Ken― ichi Noda,eds.Enヾkm―
menLaApprOac・hes ro A■lerFcan LiteraFurer Tol,4and ιhe

WoHd OfNature西■■ιing.Minerva Press,Spring,1996)

が 4月 下旬ミネルヴァ書房より刊行される。 (自 然という文

化)をキーワー ドにした19編の論考から成る論文集。

第 1部  アメリカ文化と自然環境

第 2部  アメリカ文学と自然-1900年 以前

第 3部  現代アメリカの環境文学を読む

AIE―」apan設立以前の準備会段階にすでにスター トした企画

であったが、ネイチャーライティングヘの関心が徐々に高まる

中、着々と構想から編集までの作業が続けられていた。執筆陣

ャ潔su}Japanお よびASIE U.S.か ら参画し、訳者もパ LE―

Japanの メンパーである。ネイチャーライティングを中心とし

たここ数年間にわたるさまざまな展開の一つの里程標を成す論

文集であると同時に、次のステップヘの方向をおのずと提示す

る論文集でもあるだろう。

(13ページに続く)
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「日本のネイチャーライティング」のための一つの試論

一 国 語 科 の教 材 を通 して 一

高校の国語科教員という立場で、どのように「環境」の問題

を扱えるかという試みの中から、昨年、環境関連の文学教材の

リストを作成しました (「第 6回 日本環境教育学会大会」にて

発表)。 直接「日本のネイチャーライティング」の研究をめざ

したものではありませんが、応用できそうな部分もあり、とり

あえず話題提供ということで報告します。

まず、リストの概要についての説明ですが、現在高校で使用

されている (文部省の「検定」が済んでいる)国語科の教科書

64冊 (1994年時点。現在はもう少し追加されている模様)の
中から、「環蜘 に関連した題材を扱った教材をリストアップ

したもので、計1引教材という結果になりました。この作業を

行っていく上で重要な問題となったのは、選択の際の視点 。基

準をどこにおくか、という点でした。単なる自然描写というこ

とであれιま ほとんどすべての教材が対象となってきます。そ

こで、基本的な姿勢としては「環境に対する問題意識、および

問題解決のための意欲につながるような方向性をもつ」ことを

重視し、その上でЭ自然界のさまざまな事物。現象などを直接
題材としたもの、②野外活動や地域社会の中での「自然とかか
わる人間」を題材としたもの、③伝統文化・先住民文化などと
の比較から現代の社会を考え直すことをテーマとしたもの、の

3つの条件を設定し、いずれかに該当するもの、ということで

選定を行いました。①②③それぞれの分類について、若千の実
例をあげてみます。

①『えぞ松の更新』 幸田文
『最後の一羽』 池澤夏樹

『夢見る雑草たち』 加藤幸子

『一滴の水から』 立松和平

『鳥にも自然の分け前がある』 荒垣秀雄

『 「生命の物語」を読む』 中村桂子

『動物学から学ぶこと』 中川士郎

②『自然との触れ合い』 長谷川恒男
『千三百年のヒノキ』 西岡常一

『北極点単独行』 植村直己

『梶田富五郎翁を訪ねて』 宮本常一

『晴耕雨読～深沢七郎氏に開く～』 開高健

③『日本人の自然観』 河合雅雄
『祖父から孫ヘー文化の伝承』 高田宏

『水は天から貰い水』 富山和子

『TREE』  Co w.ニ コル

『山里の変化といわなの保護について』 内山節

『繁栄の現在・窮乏の未来』 加藤尚武

作品名だけで内容を紹介するスペースがないのが残念です
が、比較的よく知られた著者のものをあげてみました。ある程
度の雰囲気は伝わるのではないかと思います。もちろん、①②
③の分類は便宜的なものであって、①③両方の要素を持った作

品など、この分類ではとらえきれないものもあり、また、例え

ばЭなどはかなり拡大した解釈も可能であって、境界のつけか

たが明確にできない、といった問題もあります。もう少し整理

したほうがよいという気がしています。

さて、「日本のネイチャーライティング」研究への応用です

が、とりあえずは、視点を明確にするための手がかりとして考

えられるのではないかと思います。例にあげた作品だけでも、

随筆的なものを中心に、記録や解説のようなノンフィクショ

ン、評論、また小説までさまざまなスタイルの文章があり、そ

れぞれを比較することにより、例えば、「文学」として考える

ための基準の設定や、著者の「自然」に対する姿勢の取り方、

問題意識の持ち方など、全体的な傾向のようなものが少しは整

理されてくるのではないでしょうか。

現在、「日本のネイチャーライティング」研究の一番大きな

問題は、定義の確立、共通認識としての基準づくりであろうと

思われます。アメリカ文学の中での定義はあるものの、文学事

情の異なる日本でそのまま当てはめるわけにもいかず、また日

本文学の中で利用できそうな既製の概念があるわけでもないた

め、新たな枠組みを考えなければならないということになりま

すが、結局のところ、多くの作品に当たりながら帰納的に大枠

を考え、それを土台にして細部を検討してゆくという方法が最

もよいのではないかという気がしています。

先にあげた作品例の中で気づかれたかもしれませんが、この

リストはいわゆる「現代文」に限定してあります。現在の国語

科教育の事情によるものですが、「ネイチャーライティング」

研究として考えると、古典作品の扱いの問題は避けられないも

のがあります。「古典」といっても、『万葉集』から『枕草

子』、また西行 (個人的にはネイチャーライターとして考えた

い)の作品など、同じように自然を題材としていても作者の意

識には大きな隔たりが見られ、一口に「古典」という枠だけで

論じるわけにはいかないように思われます。さらに言え|よ 日

本文化に常に影響を与え続けてきた中国文化―老荘思想や田園

詩人など―も含めて考えるべきかも知れず、まだまだ膨大な研

究テーマが残されているといえそうです。

「日本のネイチャーライティング」を研究したいと思いなが

ら、まだ入り日のところに手をかけたばかりというの力
'実

感で

す。もう少しまとまったものができればいずれ報告したく思っ

ています。とりあえずその入り回の手がかりとしてリストをご

紹介しました。リストの内容等、もう少し詳しく知りたいとい

うご希望などありましたらご連絡ください。

[連絡先]名古屋市立若宮商業高校 国語科 亀井浩次

追記 :現在、アメリカの環境教育プログラム `RdectLom―

ingTree"の テキストの翻訳 (英語→日本語)ポランティアを

募集しています。ご協力いただける方は上記連絡先までご一報

ください。
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時 を 繕 フ

ブ ル ー ス・ ア レ ン

近 ‐i 満 里 子 訳

先日、古いズボンを繕っていたときに、ある考えがほくの頭

に浮かんできた。

でもちょっと待ってほしい。なんで針仕事なんかをしていた

のかって? 針仕事は男のやることではないし、なによりも今

日の忙しい人間のやる仕事からは、あまりにかけ離れている。

針仕事ほど非経済的で、必要性もなければおもしろくもないも

のはないだろう。

たしかにその通り。でもぼくはこのズボンが気に入っている

のだ。十五年近くはいているから、しっくりなじんでいるし、

個性もある。なんともいえない「質」感もある。いつも身近に

あって、こんなに長もちしたんだから、少しひいき目に見ても

いいだろう。とにかく気にいっているのだから。

まあ、好きなんだということにしておこう。でも実はそれ以

上のことがあるような気がする。針仕事をしていると、思って

もみなかったことが起きるらしい。針仕事を通して、はつきり

何とは言えないのだが、何かしら確固たるものに引きつけられ

るのだ。それが良いものであることをぼくは信じている。ある

種の思想、あるいは存在と言えるもの。そうしょっちゅうは体

験できない。でも、何かを示しているとぼくには思えるのだ。

ぼくは、まめに針仕事をするわけではない。だから、うまく

ないし、自己流だ。針仕事自体が先生だった。何にもまして、

針仕事によってぼくは「質」というものにじかに接する。昨今

ではとてもまれなできごとである。針仕事が、ぼくを服に集中

させる。一インチごとまた一センチごとに、ぼくはものごとの

本質に引きつけられていく。今になって不思議に思うのは、な

ぜ特にこのズボンのよさがわかったのだろうかということだ。

なぜこの十四年間に特別なものになったのだろうか。柔らかい

けれどこんなに保ったのはどうしてか。確かに縁が少しすり切

れ、ポケットの入り口は幾針か縫う必要がある。でもまだまだ

しっかりしている。このズボンにはずっと愛着を持ってきた。

以前はジョギング用として使ったこともあったが。最近は、

キャンプで一日の終わりにはくか、室内用にしている。今で

は、過激な扱いをしないように、前よりも気をつけるようにし

ている。ずっともたせたいから。もっと学べることがあるので

は、とさえ思っている。

このズボンは、最初はそれほど信頼がおけるものには見えな

かった。スポーツ用品店で半端ものになり、パーゲン・セール

に出されたのだろう。安物である。最新のスポーツ・ウェア界

好みの派手さにも欠けている。だから買った時は、あまり期待

はしていなかった。でも驚いた。できがしっかりしていたの

だ。材質は木綿で、他と比べて一番薄地だが緻密に織られてい

た。軽くてはいている感じがしない。それに柔らかい。キャン

プの本によると、本綿はアウトドア用品としては、避けた方が

いいらしい。保温は悪いし、乾きにくいからというのだ。でも

このズポンといえぱ、呼吸をしているかのようで、しかも風を

遮るから暖かく、新しい合成繊維のようにさらさらしている。

売れ残ってはんぱものになったのは、見栄えがしないからでは

ないだろうか。それにひきかえ、すごくスマー トで鮮やかな色

彩の一一エリート版といったところか一一キュッキュッと音を

たてるナイロン製が売れていたのだ。

ぼくは針仕事は苦手だ。しょっちゅう急いでしまう。他の場

合もそうなのだが。痛い !またやった。針仕事をしている時

は、慌ててはいけない一―たちどころにそう教えてくれる。よ

くあせってしまうが、それはまずい。あせれば一一痛い !と 、

すぐこうなる。だからいやでも針目に集中せざるをえない。ぼ

くが急いでしまうのは、自分が時間をむだにしているのではな

いかと思い始めた時なのだ。いろいろな考えが、頼まれもしな

いのにまた頭に浮かんでくる。他にすることがあるのではない

か ? 授業の準備は? 書き物は? 請求書はどうした?

まったく、またやってしまった !

針仕事は、ぼくを布地へそして針へと向き直らせる。という

か、戻らせてくれる。布地と針が融合し、一つになる。うまく

縫えた時にはの話だが。毎日針を持ちたいとは思わないし、そ

うたびたびでも困る。でも今みたいな時には、禅の瞑想よりい

いかもしれない。やってみるといい。集中力がなくなっても、

思い乱れても、禅僧から頭に一発もらう気づかいはない。この

人を裏切らぬ針を手にしているのだから。快調の時は、より奥

深いところへぼくを導いてくれる。そうでない時も、少なくと

も目標は見える。ぼくの手―一もう一人のパートナーーにとっ

ても嬉しい話だ。なんで嬉しいかといえば、自分の軟弱な都会

暮らしにもかかわらず、今でも指にはしっかリタコが残ってい

て、針先を感じるだけで、針と布を扱えるからだ。あたかも、

盲人なのに、ものが見えるかのよう。針先の感触を妨げるよう

な指ぬきには用はない。皮膚の方が役立つし、しっかリタコが

できていれば足りる。そして針。柔らかい布地の間を貫いてい

くのがわかる。最高のものはみんなそうだが、まさに感覚的

だ。針はぼくに教えてくれる。禅僧が矢と的とが一体化すると

いうのはこういうことではないか。もしかしたら、公案より

もっといいかもしれない。このズボンの布地について考えてみ

る。なぜ特にこのズボンがよくできていたのだろうか。商標に

は「プラジル製」とかいてある。それは確かに合理的な判断

だ。ズボンは「悟り」の産物ではない。が、役にたつのだ。本

質的なものなのだ。それによってぼくは、この服に、そしてぼ

く自身に引きつけられ、ぼく自身の自我を超えるのだから。

どうしたら人生の本質を見つけられるだろう。服の本質の中

に? 良い素材一一物質主義の産物ではなく、必需品であり、

昔ながらの味わい深いもの。特に本質と生命が感じられる服を

思うと、ぼくはそれをじょうずに使いたくなる。そういうズポ

ンをはいていると、歩き方も違ってくるのに気がつく。その存

在を意識するようになる。流行の服だと汚してしまうのではと

心配になるが、服のもつ生命を意識するようになり、それを大

切にしたくなるのだ。長く残るものを探し、見いだす、という

ことなのだ。

ぼくはそうしょっちゅうは針仕事をするわけではない。時た

ま針を持つのが好きなだけだ。というのも、つまり何か実際に
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Responsiblllty Beyond Reason

C.S.Schrel■ er,日【im3■lma U■ lversity

"The wanung is clear,"Luc Feny saysin his p五 zc_win―

ning book劉をθ Nθ″Ecοragκα′ο滋 几町 he by― passing ofhu―

manism in favor ofthc vegetable and animal kingdom in mat―

ters of ethics and law will not∝ cur without coercion."

Luc FcHy is disturbed by the inhumarust theses of fun_

damental ecology.He woHesthatgi宙 ng the salne legal Hghts

to hulnans,owis,trees and stones win lead to the kind of tyr_

anny which characteFiZed Nazism.Feny wol■ es that the new

zcalots of nature― from deep ecologists to Greenpeace mcm―

bersto ecofemi面 sts―win reverse the p五 nciples ofthe Enlight―

enlnent which have promoted hulnan freedonl and reason.

Mcmbers of ASLE may bc interested in this philosOphi―

cal contЮ vcrsy.Thcy can judge if Luc Feryヽ warning is

clcs_Modcm philosophy supports a conccpt of huFnan right

whichis nolv disturbcd and chancngcd by the demands Ofec)

logical awarencss and action.

θπ』θ′α
"ご

Cガ,ca′ Agθ
"cy

Luc Feπy is a French philosopher,and his usc of thc

term"ordre"in his oHginal dde llθ
"θ“

″′ο燿

"あ
Jogilg″

indcaes the poldonle willtake."Ordre"has an imperative

sense.It refers to a(IscipHnary order,set of mes Or legaHy

binding fralnework,conlmunity of sensc.

The present''order"as deterlmned by the largcst eco―

nomic powers and based on the p五 nciple of reason inhedted

from the Enlightenlnent,privileges hulnan freedom.Reason is

freedom.Kant coniectured that with reason man"discovered

in himselfa power ofchoosing for himselfa way oflife,of not

being bound without alterlladve to a single way,1lke the ani―

やれるようになりたいからだ。何か、基本的なことを.根本

的なことを。昔の人がやっていたようなことを。電気がなく

ても、できることを。専門家を呼ばなくてもいいことを。針

仕事―一。女性のやることだって? 船員とか、ハンターと

か、さもなければ、独力で生きなければならない人にそう

言ってみたらどうか。ぼくは多くの実際的なことを習わない

できてしまった。エンジンや車、機械類を直せないし、前に

はやつていた木工や大工仕事は、都会生活と共にさびついて

しまった。何もできないまま生きなくてはならないとした

ら、困った事態になることは目に見えている。だれかがもう

一度教えてくれるよう望むしかない。しかし、ぼくは何かが

できるようになりたいのだ。そうだった、ぼくはこのズボン

が縫えるんじゃないか。

今日、いろいろなことを行う方法が本当のところわかって

いないのではないか、という不安な気持ちをぬぐいきれな

い。でも、ぼく同様多くの人がその不安を抱いているとは、

あるいは気付いているとは思えない。社会一般というより

は、個人としての話なのだけれども。ぼくらは、若い人たち

に大切なことを教えてはいないのだ。役にたつことや、どこ

にいても行えること、世界を結びつけること、満足感を与え

るようなことなどを教えてはいないのだ。ぼくらは、自分の

子供たちも含め、皆自分だけの小さな決まりきった仕事をす

るだけのミクロ的専門家の世界に閉じこもっている。だか

ら、完全な消費者となり、独自には何もできないようになる

のだ。専門家を呼ベーーそんなものは捨ててしまえ―一新し

いのを買えばよい。

こうして、ぼくらは人生に深い不安感を抱くようになる。

あまり奥深く詮索したくない不安感だ。あまりにも行きすぎ

たバランス・ システムについて、熱力学第二の法則の容赦な

い警告、又はもっと身近な常識のそれに賭けてみたい。ぼく

らは、内心変化を恐れる人間として、うまれながらに保守

的一―悪い、貪欲な意味において一―になっている。自力で

何かを達成できないのでは、と恐れている.真の自立が意味

することを恐れている。

時を繕う。今日ではほとんどすたれた考えだが、今を生きる

ぼくらにはどんな意味をもっているだろうか。確かに、物質主

義者の社会にとっては、脅威だ。お膳立てされた流行 り廃り

と、専門志向の社会にとっては脅威だ。ぼくらが皆、高価で寿

命の短い流行の商品を買うのをやめ、また繕いものを始めた

ら、ぼくらが考えている経済は、大幅に変わらなければならな

いだろう。繕いものの世界? これこそ、本当に脅威だ。我ら

が誇る商工会議所のお偉方なら、迷わずやっきとなって根こそ

ぎにしようとするにちがいない。まさに治安妨害。繕いものの

社会だって? ばかげている。異端だし、危険きわまりない。

原住民や伝統を生きる人々の、もっとゆったりとした長続きす

る方法と同様に、ばかげていて、しかも危険なのだ。

このズボンを縫い直していると、このように語りかけてくる

ものがある。本質と、そして他の多くの、ぼく力`価値を見いだ

していることへの可能性について語るのだ。ぼくに語りかけ、

ぼくがより良い人生を生きたいと思うような方法をそっと教え

てくれるのだ。一インチずつぼくは縫い続ける。急いでしまう

こともある。相変わらず針先でちくりとやられる。針目を見れ

ば、ぼくの心と手がどこにあったかがわかる。ふぞろいな針目

もあれば、きれいにそろい、布地とびたりと合った一定のリズ

ムが感じられるものもある。こうしている時に、ぼくは真理を

学び実行するのだ。布地や針、そして自分の手に没頭する時も

ある。これらのものが、一つに統合され始めているように思え

る時もあれば、縫っていることさえ忘れていることもある。

ぼくは針仕事の貴重な教えに一一時々は針で刺されなが

ら――そしてぼく自身を繕うことに、感謝の念を持ち続けたい

と思う。つまるところ、ぼく自身も丹精込めた生き方をしたい

のだと思う。

オ
「
時を繕う」をニューズレター第4号に掲載するに当たって

は、紙幅の関係で、著者ブルース・アレン氏の了解を得て、 3分
の 1ほどを削らせて頂きました。
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m」 s。 "Although the ittnity offrec cIЮ ices opcn to hunan be―

ings seems an abyss at rlrst,most hulnans dcvelop into l■ oral

creatures with a sensc of decency(SttSa″ ルθiの whO know

right fЮm wЮng,and who struggic towa【 is perfcction as a

spccles.

Therc are many ob宙ous problems with this Enlighten―

ment grand narrative.Evcn so,it secks to saFcguard a cttα ′

cgθπcy(in the indi宙 dual person)whiCh Can contest a totality―

thc State,or any dominant class or group value.Luc FcHy is

woried ttat there wont be such a critical agency in the new

ecological order.But letis turn things around using the salne

phscology.Isnit ecology a cHtical agency which sccks to

contest the order ofreason taken as a totality?

In many clltures public spacc is based on morality and

personal valucs,■ ot only sciendflc truth.In this regard there is

freedom for c丘tical and ecccntric bchaviorin public space,al―

山ough thisfrecdom vanesfroln culture to culture.硼 s difFer―

cnce betwcen cultures suggests thatthere is as yet no univer%J

order,no absolute truth.But on the other hand,a philosopher

like Luc Fcny would not hcsitate to invoke thc universal valid―

ity of hulnan五ghts.Itis aninJ and trec Hghts that he resists

uluverydizing.

Sc″烈9θ α燿″H‐
“ "yarrs

Presendy,many people consider it(澁 stastcful to smokc.

They know itis hamful.It is illcgal in specirlc places,such as

ceraln restaurants and aiК mi Butitis not“
“
J″パαJy cθ

"‐

dし″
“
=ニ

ーnot yct.For good health,as Luc Feny says,is not an

absolute value for everyone or in an circumstances.■ at is

because our way of dlinlcing about andjudging hulnan behav―

loris notsmcay govemed by science and we are freeto decide

whether to smoke or not according tO our values.Moraliw is

not based on the facts ofnatural sclcnce.So evcn though evcry―

onc knows itis truc that smoking is unhealthy,not everyone

secs it as θリユ_

It foHows that for solne people a pleasurable lifc has a

higher v」uc than life without pleasure.Smoking is an aniflce,

a stylized gesture and pleasure,argucs a recent book publishcd

by Duke University Press dded CrigareFasA″ Sめ″
"θ

.The

humanbeinghasJvenhersertheHghttodeviatefromnaturc,

thatis,to do things which dO notfol10w the logic ofthe natural

kingdom.A pond may sccm placid,but that does not rnean a

writer has to w五 te dcarly aboutit:it may provoke herto naト

ratc her own innerturbidity.A■ ,phi10sOphy,literary citicism

are activities which lnay or rnay not fo‖ ow the cues of nature.

Overpopulation is a biological fact,remarks Luc Feny,

but this does not」 ustify a fomer member ofthe Green Panプ s

suggcstion to stenl"at the sourcc the overproducdon of chil―

dren in the third wodd."It does notjusdfy a drcam ofanother

member ofthe Greens,of a"global govel■ mentthat can sub―

jugate populadons in order to reducc polludon and alter dc―

sircs and behaviorsthrough psychological HlampuatiOn."Luc

Fett gocs on to voicc his concem about whatcodd happenif

our thinking mes tO legislate itself fЮ m the par"′ arツヵッoJ

″ο
"ゐ“

閥
"s:

…when we get to the polnt of arrng that the idcal

nulnber of hulnans,ヵθ
“

働θμフ腕r ar力″oJ“θ″力
“
‐

″α″S,WOuld be 500 milllon(James Lovcl∝ k),or 100

mllllon(AΠle Ness),I WOuldliketo know how one plans

to realize this highly philanthropic ouCcuvc.Fot here

too,the dreams of radical ecologists often arn to night―

mares,as in the case of the dcath program evoked by

winialn Aiken and pubHshed in an anthology that en―

joysanexcellentrcputadon:"In fact,massive hulnan dic

backs would be good.Is it our duty to cause them?Is it

our specieゞ duty,reladve to the whole,to eliminate 90

percent of our numbers?"c75)

The anthology which enJoys an excellent reputation is Ea“ 力‐

うο
“
だ r NθソfzPaJzcraヮ Essaysれ E"ブ″

"″
θ
"ra′

Er■たs,

edited by To]n Regan and publishcd in 1984.But Luc Fery

says ttatin the anthology is Aikenls cndorsement ofa m饉 絣″

λ
“
″α″J"hk,Cemin peOple wOuld be excluded from spe―

cies survival underthis tymy of good intentions.

Ec(ブレ滅
“
iStt α

"ご
Ettte"贔″Fθ滅■お

"
Since thc Enlightenment,human bcings have givcn

themselves the」 ghtto command themselvesinstead of being

comnlanded by naturallaw.In Kanrs wOrds,rcason is"mars

release fЮ m the womb of nature."獅 s means that hunan

freedom ttln"ends the laws of the animal kingdom.But ac―

cording to ecofenllmsts this ldnd of mnscendence is a cata

strophic development:mcn have disengaged themseives from

nature with their science and technology.Ecofenlinism sceks

to transgress or reverse this de'clopment by privileging

womenヽ condnuity with biological nature.

Luc Fett cics Mary OBHers ttθ  POι動たsげR″″‐

J“crlia"tO demonsmte hOw feminism articllates a"reproduc_

dve consciencc"which conf1111ls wOmenゝ unity with nature.

This kind of feminism poses a potential problem for Luc

FcHy,as we see in the fonolving passage:

To assen that womcn are more"natural"than mcn ls to

deny their freedom, thus their fun and whOle place

within hulnanity.That the ecofeminists hate Westem

12
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civilization and moderruty is their business.nat they

wish to「lnd natural justiflcauons for this hatred mcans

pla"ngthcgameofbiologicaldctel11linism,of which all

women wili suffer the consequences if it is taken seri―

ously.(126)

This type of ecofeminism which upholds biological de―

terlnlnlsm conttК ts most starkly,says Luc Fcny,with the cx―

istcndalfeminism of Simone de Bcauvoir and others.Existen―

ti」 istsdonthavethecoΠ fortoffallingbackontheir"nature";

the only thing behind them is an abyss of anxious freedom.

One does notinheHtan identity:onc lnakesit like onc w五 tcs a

novcl.Responsibility ls the dわ ″可・Craari″ ルθcθ″力昭一bc―

conling woman,bccoming ecological.Such an existential o五‐

entation would presumably help ttdical feminists avoid being

trapped by the stercotypcs and expectadons which ine宙 tably―

―in spitc of the best intentions― ―accrue to namral or biological

concepts of self.Likewisc,phi10sOphers who sull uphold rca―

son can strive to become ecological.In this way the gap bc―

twccn ccoccnu■ Snl and andropoccnms■ l can bc crossed.

″οた Rθψο″sJbJ′ Jク

Luc Fcnyistum to existential fcminism is a positive m)

mentin his cHdquc ofradical ecology.He is sceking to follllu―

late a notion of democrauc eco10gy,and thus is sensidve re―

garding anything that has histo●cally constrained human

choicc and frccdom.He thinks that a clcaner,Inore pHstine

eanhwouldjustnotbeworthitifhulnandignityandqualityof

life wcre sacriflccd.ne cOncems ofthe ccologicalrnovement

are so crucial and portentous thatits、 vriters and activists need

to bc cspeciaHy vigilant about assunling potcnti」 ly dangerous

or lnislcading conccpts,such as those associated with biolo―

glsm.

Yct Luc Fery's privileging of hulnan rights over aniinal

rights and the nghts of the inanilnate is not itself solnething

that can go unquesuoned aboutits assunptions,and inay har―

bor equal dangers.In this rcgard Jacqucs Derrlda has insistcd

that、ve move beyond our conccpt of rights based on human

frecdom to one thattakes on″θ″ ″ψο″SlibJ″クnot Only for

living humans,but the living in general,including the crea―

tures that we"sac五 flce"to our dict.Our modem sense offrec―

dom upholds subieCt市e frecdom,the freedom of rcason.This

sense derivcs from Kantis famous motto for the Enlighten―

ment: ''Have courage to use your own reason!"But Dernda

thinks thatthe dmc has come for a responsibility thatis wider

than reason and not regulatcd by it.

C″″ ″E"gαgθ

“`"rs
lt scems apparent that Luc FeⅡ y and like― minded phi―

losophers necd to think things through as creativcly as pos―

sible to try to imagine ajust woJd in which animal and trec

rights are equal with those of humans.AH the more reason to

kcep reading the″arz“θ″ガa夕′s,whO are notasconsmlned by

disciplinary or ideological assumptions and arc often morc

concretely cngaged in l″ oridbound situations.For whatif En―

lightenlnent assumptions arc wrong and disengaging our hu―

maluty from nature reduc`s,not increascs,our humaruty?

Whatif,in getting closer to nature,we increase our hunlarllty?

Thoreau cited by Loren Eiscly:"ryou wOuld leam the secrets

of nature,you lnust practice lnore humaIInty than others."

Rψ″″″S「

Derrida,Jacques.1lEating WcH,orthe Calculation of the Sub―

jcct,"in"ζλο Ca″θs tter rλθ s幽りθcr2,edited by E.

Cadava, P. Connor, J.―Luc Nancy. New York:

Roudedge,1991.

Eiscly,Loren."Strangeness in the Proportion,"in Tル θ 準ヽ
`

Ca“″クア.New Yorki Charles Sc● bners SOns,1971.

Luc Fery,7カθ Ⅳθ″EcοJagicα′θZθ∴Chicago:Univcrsity

of Chicago Press,1995.

Kant,Immanuel."Whatls Enlightenment?"and“ Cottectural

Beginning of Human History,"in Ka“ ′θ
“
″お′οヮ.In―

dianapolis:Bobbs― Mcnil,1963.

●鈴木貞美編『大正生命主義と現代』 (河出書房新社)

昨年 3月 に刊行された本でいささかご紹介が遅れたが、文学

と環境の問題に重要な視点をもたらす日本文学の側からのアプ

ローチの一つとして注目したい本。大正時代にほぼ重なる1905

年～1923年の間の時期、「『生命』の語が氾濫し、『生命』が

スーパー・コンセプトになっていた時代が、かつての日本にも

あった」という点に着目してそれを「大正生命主義」と名づ

け、この概念装置を使って時代の思想 。文化状況を観察する新

たな手がかりを導入しようとしている。各論考にも新しい視点

からの日本近代文学の相貌が提示され、日本のネイチャーライ

ティング研究を進める上でも重要な文献となる。なお、続編と

して鈴木貞美編『 〈生命〉で読む20世紀日本文芸』 (『国文学

解釈と鑑賞』別冊、至文堂、1996年)があり、こちらも示唆に

富む。また、鈴木貞美著『「生命」で読む日本近代』 (日本放

送出版協会)もあわせて読みたい。
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風 コ ク リテ ィ シ ズ ム :語 り、

スコッド・スログィック/氏江摘具チ

価 値 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 擦 触

+ 佐藤易儡 + 相原饉子 +器 塚憾子 駅

ネイチャーライテイングの入門編として、私は「エコクリティシズム」ということばを、次のように定義している。

エコクリティシズムとは、

学問的アプローチとしてネイチヤーライテイングを研究すること、

逆に言えば、あらゆる文学形において、たとえば一見人間社会以外を考慮に入れていないようなものも含めて、

生態学的意味、及び人間と自然との関係を追求することを意味している。

また、私はエコクリティシズムに関心を持つ他の文学研究者に対して、以下の四つのポイントを強調することにしている。

1、 ス トーリーテリング (語 り)

環境批評家 (ec∝ntics)は、

文学分析のために物語 (stones)を語るべきである.

我々は、文学研究を何の香りも味もしない、実際の経験を欠いた無味乾燥な、過度に知的なゲームにしてはならない。

研究を通じて、自分自身のことを物語り、

その結果どのようにしてこの世界との絆が、文学作品への反応を形づくるのかを示さなければならない.

2、 価値観

ネイチャーライティングの代表的研究者であるグレン・ラブは、
1'Revaluing Nature:Toward an Ecological Criticism"(7cstemノ 4mencan EleralLIre Nov.190〕 jJ

「学者ぶったかまえや中立性」には用がないと、主張していると思われる。

一番基本的なレベルにおいて、学問としての文学及び文学そのものは、人間の価値観と態度に結び付いている。

文学表現が、世界で何が重要であり意味深いかということを

どのように読者に決定させるかを、我々は批評家及び文学の教師として考える必要がある。

我々は、価値観の問題を避けて通ることはできない。

これは、文学 (又、哲学や宗教)研究の主要領域であるし、

なぜ人文科学が大学の環境学において、重要な位置を占めているか、ということの理由の一つでもある。

3、 コミュニケーション

言葉と紙を無駄にしてはいけない,言うべきことがある場合は、明確にかつ直接言うべきである。

つまり相手にそれを伝えるのだ。

多くの文学研究は判読不能なくだらないものだ。

それは現実の読者を想定して書かれたものではない。

とりわけ、環境批評家は明確であると同時に優雅な言語を使うよう`き掛けるべきである。

4、 接蝕

一年前、私は木下教授、上岡教授と共に、松山市郊外の山の中に、『わら一本の革命』 (1975)の著者である84歳のお百姓哲

学者の福岡正信氏を訪ねる旅に出た.そして、この旅の間ずっと考えていたことを尋ねてみた。「私たちの自然理解に、大学が

貢献することが可能でしょうか。我々文学者についてどう思われるのでしょうか。」すると福岡さんからこのような答えが返っ

てきた。「鳥が鳴くのをお間きなさい。」皆は話すのをやめた。小屋の外では鴬が鳴いていた。そして福岡さんの助手が囁いた。

「先生は、もしあなたが素朴な心を持てば、そのことは可能だとおっしゃっています。」つまり、もし、私たち大学に働く者た

ちが、自然そのものに対する注意を怠らなかつたら、そして講義や理論やテキス トや研究室の中に自分を見失うことがなかった

なら、自然に対する社会の理解や評価に貢献することは出来るだろう、ということなのである。環境批評家は、文学や仲間同士

との接蝕だけでなく、物理的な世界との接蝕を持つことが必要である、という強い警告の表れなのである。これらの考えは新宿

の「千草」という居酒屋でのネイチャーライティングの討論を思い出す度に、私の頭をよぎる。と、いうのも、このパーの中で

は自然界が、ただ一つの抽象概念になってしまい、紫煙と窓のない暗闇の中に埋没してしまうからなのだ。私たちは文学者とし

て真剣であればあるほど、現実世界との接蝕を持つことが必要なのだ。

14
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ノリコちゃんは、女子大出身の才媛だ。アンティーク・ ドー

ルのように白い肌と、華奢なスタイルのお嬢さんである。その

彼女が、山登りになると、20キロのリュックを背負ってしまう

というのだから、人は見かけによらない。

今回の山行きも、たしかノリコちゃんが山の話をしていて、

ブルースがのってきたのではなかったか。だが、問題はそのほ

かのメンバーである。うかない。ナオミさん曰く、とにかく山

登りは苦手だから、あんまり……。ヒロコちゃんは、麓でカ

レーを作って待っているから、みんなで登ってきて、と最初か

らお手軽コースをねらっている。ユーコさんも、山ねえ……と

いつた調子。どうも、カレー班ばかり充実しそうな気配だ。こ

れが自然愛好家 (の はず)の面々のせりふであろうか。

一方、はりきっているのは、ブルース。山と聞いただけで、

もう立ち上がりかける。だから、ノリコちゃんの話に二つ返事

であったことは言うまでもない。

さて、だれがプランを立てるか。結局、以前丹沢の近くに住

んでいた私が、計画することになる。役得 !とばかり、私の好

きな山里散策コースを選ぶ。大山の東側の丘陵地帯だ。刈り入

れが終わった田圃の畦道や、みかんのなり始めた丘など、慣れ

親しんできた光景が頭に浮かぶ。

そして1995年 11月 12日 の朝。小田急線伊勢原駅には、 6名

の顔がそろった。もう足踏みしているプルース。ニューフェー

スのレイコちゃん。社会人のアキエちゃん。顔に「修論どうし

よう。」とかいてあるヒロコちゃん。3日前にも山に行ったノ

リコちゃん。そして私だ。特別出演の高田先生は、急に御都合

が悪くなられて、残念。ナオミさん、ユーコさんとミホちゃん

も来られず、運が悪い。

終点の日向薬師でバスを降りる。薬師様へ向かう坂道を歩き

だすと、まもなく土手一面にヒガンバナの葉が濃緑色にかた

まって茂っているのに気がつく。9月 の末に来たら、さぞ花が

みごとだったろう。曲がりくねった狭い道に農家が何軒か向か

い合っている。軒下には千し柿がぶらさがり、昔懐かしい。里

芋の茎が庭に干してある。菊に混じって、まだオシロイバナが

咲き残っているのがおもしろい。山と畑の間で、自然と共存じ

ている日々がうかがえて、なんともうらやましい。

茅葺きの御堂の裏にある、梅林兼雑木林が日向山だ。たった

404メートルじゃないか、と思ったのは最初だけで、登り始め

るとけっこうきつい。滑りやすい所が何力所もあって、つい視

線が下にばかり向いてしまう。と、それまでいつもにこにこし

ていて、発言を控えていたブルースが、こう教えてくれる。

「一カ所ばかり見ていないで、両腕を広げたくらいまで広く見

るようにしてごらん。」

人間の視野は、普通は45度位の角度しかないそうな。ところ

が、意識して広く見ようとすると、これが難しい。思わず両目

をいっぱい開いて、緊張してしまう。何よりも、足元から視線

をそらすのが恐い。自動車教習所で、突然路上練習に入ったよ

うな感じだ。どうやら、この「第4段階教習」は、ゆっくり時

間をかけないとだめらしい。

慣れない足どりながら、日向山の頂上まではそう苦労せずに

やってきた。しかし、問題はその先である。普段、研究目標だ

の、テーマ設定だの、そのなことばかり考えている人間が、突

然、途中まで来たら、時間はたっぶり、でも行くあてが決まら

ず、という妙な状況に直面したのだ。第一、日向山から先の道

と、地図が全然一致しない。だが、常日頃、権威ある原典を、

と頭にたたきこまれている我らとしては、当然国土地理院二万

五千分の一の地図、厚本の巻にのっとって行動したい。だか

ら、ここでもその地図と、丹沢ガイドの地図をくらべながら相

談を始める。どっちみち300-400メー トルの高さの地域を歩

いているのだから、遭難する恐れはまずないだろう、とみんな

考え、尾根に向かうコースをとることにする。

まもなく、無事梅の本尾根とやらに出たので、ながめもいい

ことだし、全員一致で昼食をとることにする。山での食事は最

高に楽しい。前にハイキングにこっていた頃は、携帯用のコン

ロを持参し、山頂でインスタント味噌汁、カップ・ヌー ドル、

カップ焼きそばなど、いろいろ試したものだ。とにかく、熱い

湯気がたっているだけで、感動してしまう。今回は、ポットの

湯をコーン・スープの素に注ぐだけだが、それだけでもサンド

イッチがひきたってくる。

それぞれお弁当をかかえこんで、みんな顔がほころんでい

る。登る時にかいた汗も、ほどよくおさまった。これぞ、至福

の時だ。

去年、秋川渓谷にハイキングに行った時は、すさまじかっ

た。真夏の炎天下。メシはまだか一一スコットのクラスの連中

が、それしか考えず、やっとの思いで歩いていた。急に日向に

放り出されたタヌキのようなもので、ひざしがまぶしくてしか

たがない。渓谷を散策といっても、かなりの距離を車道を歩か

ねばならないことがわかり、頭上の太陽と、言い出しっぺのイ

ワマサさんを思わず恨む。

やっとお昼にしよう、ということになり、どれくらいほっと

したことか。ところが、我らが若き恩師スコットは、それまで

は学生の言うままに従ってきたのが、先頭をきって河原への崖

を下り始めたのである。それも、わざわざ歩きにくい所、渡り

にくい流れを選んでいるとしか思えない。皆、だんだん無口に

なる。それに反して、スコットー人、目が輝き出す。少年のよ

うに喜々として学生の写真をとりまくる。

いよいよお弁当というハイライ トをむかえて、驚いた。ス

コットの選んだ場所は、なんと真夏の太陽ギンギンの水際では

ないか。全員の顔にウッソー !と絶望の色が走る。が、これを

テキサス風というのだろうか。スコットは、流れの中にある岩

に腰掛け、素足を水に浸しながら、サンドイッチをパクつき始

めたのだ。あきれる学生を尻目に、スナック菓子の袋なんぞや

ぶっている。しょうがなくて、学生連中もおっかなびっくり裸

足になって食べ始める。

しかし、おなかも気持ちもおさまってみると、川の水にくる

ぶしまでつかっているだけで、結構暑さがしのげる、というこ

とに気がついたのだ。気化熱だかなんだか、昔習ったことは
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すっかり忘れていたのに、身体の方が、その心地よさを思い出

す。 「な、わかっただろう?」 と、スコットの目が笑ってい

る。元気を取り戻した若い学生たちに混じって、そう年の違わ

ない大学教授が、石投を競い始めた。

付近の鳥の声もかき消す勢いで、お嬢さんたちのおしゃべり

が続いている.目 の前にはお菓子の放出物資もわんさとある

し.あまり甘い物には執着心がないように見えるプルースも、

今日は女性軍の後ろから、しきりにチョコレートに手をのばし

ている.

もう地図にはこだわらず、道標のみを頼りに、行きたい方へ

と気楽に歩き出す.その選択は、実にラッキーだった。という

のは、まもなく土の柔らかい上り坂のわきに、シカの足跡を見

つけたからだ.たまたま、そこだけ落ち葉がつもっていなかっ

たためだろうか、先が割れた足跡がくっきりと土の上に残って

いる。人間以外の生き物が身近にいるのだ、と初めて実感がわ

いてくる.こ こでは、私たちの方が侵入者なのだ。木々の間

に、同じ色の体をとけ込ませて、シカがじっとこちらを見つめ

ているような気がしてくる。

太陽の方角によって、気のせいか紅葉の色合いが違って見え

る。山は、普通午後になると雲がでることが多いが、今日はそ

の逆だ。向いの山の斜面を見上げると、本々の葉が陽を受けて

輝いている.杉林は、同じ濃緑色の連なり。その合間に雑木林

が所々鮮やかな赤や黄を浮き上がらせている。

もう麓が近い、車道下の河原では、大勢の人たちがグループ

になって火を田んでいる。サッカーボールを蹴っている子供た

ちのかたわらで、大人は皆真剣な表情で鍋の中をのぞき込む。

芋煮会だろうか。だいぶ日も傾いてきて、火が懐かしい。鍋の

中が恋しい.煙が細く空に立ち上っている.ここの柿は、野生

に近いのか、月ヽ粒で色も淡い.朱というよりは、くすんだ黄

色。青空に点々とアクセントをつけている。

無事下りてこられてよかった、とほっとする。予定とはまる

で違うものとなったが、それなりになんとかうまくきりぬけて

こられたと思う。それがなんとも嬉しい.というのは、去年の

ハイキングでは、最後になってとんでもないハプニングがおき

たからだ。

秋りIl渓谷からバスに乗りこんでまもなく、アキエちゃんがみ

るみる具合が悪くなり、途中で降りて近所の民家へ転がり込ん

だのだ。日射病だった。冷や汗を浮き立たせて苦しんでいた彼

女が、落ちついた寝息をたてるようになるまでの一時間がなん

と長く感じられたことか。

そんな事態を経験してみると、普段自然との交感なんて、偉

そうに論文を書きながら、いざ郊外を歩いてみて、自分がどん

な反応を示すかさえ、まるで見当もつかないでいたことに気づ

く。だれが日射病を起こしてもおかしくない.そんな状態で皆

自分の体力の限界も知らずに、身近な自然に接したつもりでい

たにすぎなかったのだ.

今回のハイキングで、行く前から消極的な人が多かったの

は、実は去年の体験があまりにも過激だったからではないだろ

うか。ハプニングが恐い。歩き通せなかったら?そんな心配が

妨げになっていたのだ。だから、明確かつ無理のない目的地

と、綿密なスケジュール、そして各種の地図やガイ ドブックで

厳重に身を固めていないと不安だったのだ。だから、首都圏の

行楽地の山でさえ、あるがままに受け止めようとはしていな

かったことが、わかってくる。自分で考えたとおりの自然に接

しようとしていたのだ.

それが崩れ始めたのが、日向山の頂上で次に目指すあてが見

つからず、その上地図と道標とがまったく違ってしまった時

だった。しかし実はその時点から、本当の自然との接し方が始

まったのではないだろうか.

ブルースのことばが、あらためて頭に浮かんでくる。「広く

見るようにしてごらん。」私たちは、日の前の光景もそうだ

が、それ以前に、地図しか見ようとしていなかったのではない

だろうか。一枚の紙だけに頼り、山全体、そして山の背後にあ

る空、雲、太陽を身体で、心で感じようとはしていなかったの

ではないだろうか。シカの足跡を発見できたのは、もう地図は

気にせず、好きなように歩こう、と決めたまさにその後だっ

た。そのようにして、足跡が目に入るようになったのだ。

広く見る一―。なるほど、見ようとしているものを意識しだ

すと、日に力が入り、狭い範囲しか見えなくなる.自分も自然

の一部として、見えてくるものを柔らかく素直に受けとめ

る一一それが広く見る、ということなのではないだろうか。

しわになった国土地理院の地図を、もう一度ひろげて見る。

相も変らず、等高線や記号はビンとこない。でも、行く前と比

べて、今は山の連なりや柿の実の色、鳥のさえずりやひんやり

した空気を、この地図から感じることができる。川のせせらぎ

や、苔むした岩にあたる一条の光が、鮮やかによみがえってく

るのだ。

ブルース・ ア レン氏 よ りNature W五 ting Reading Groupへのお誘い

Started by Sco■ Slo宙c during his stay in 1993-4,a group of peoplc interested in reading and discussing

name w五 ing and related issues has bcen m∝ dngin Tokyo.Forthe past year wc havc becn mecdng at Bruce

Allenゝ housein Bmkyo― ku,oroutsidc when the wcather a1lows,Anyone interested inJoining this infollllal but

spidted group,give Bruce a call.
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ASLE―」apan/文 単・ 環 境 学 会 に つ い て

代 表  野 田 研 ―

ASLE―」apan/文学・環境学会 (旧ASLE―Japan/文学・環

境研究会)は 2年前の1994年 5月 、熊本大学を会場とする設立

総会を以て出発しました。自然や環境の問題を自分たちの

フィール ドである文学の観点から検討してゆこうという動き

が、英米文学研究者の間で徐々に広がり始め、アメリカで先行

している同趣旨の研究団●ASLE― U.S.を モデルとして、準備

会段階を経て設立に到りました。ちょうどその前後、ASLE―

U.S.の初代会長スコット・スロヴィック氏(Scott Siovic、 現在

ネヴァダ大学準教授、同大学人文・芸術系環境研究センター所

長)がフルプライト教授として来日し、日本のいくつかの大学

で「ネイチャーライティング」に関する刺戟的な講義を行い、

研究者 。学生に強い印象を残すことになります。ASu}Japan
の設立最大の原動力はスロヴィック氏の活動にあったともいえ

ます。ALEづapanの会員は現在、正式登録を済ませておられ

る方が約85名です。多数を占めるのは英米文学研究者ですが、

日本文学研究者、ジャーナリスト、作家、編集者、環境科学研

究者、環境教育研究者、大学院生など多彩です。今後、ますま

す多分野の方々が参加されることを願っています。

SLE―」apanのキーワードの一つは 〈ネイチャーライティン

グ〉(Nattlre Writing)で す。ネイチャーライティングという文

学における新しいジャンルの登場が、文学と環境の関係をめぐ

る新しいアプローチをうながし、ASLE―ぬαmの設立の契機と

なったともいえます。しかし、その後、作品の系譜化や研究方

法の理論化が進むにつれ、たんに自然や環境を主題化したノン

フィクション文学だけでなく、小説、演劇、詩などを含むさま

ざまな文学ジャンルにおけるそうした側面への関心も強まり、

それらを一括して (環境文学〉(En宙Юrlmental Literature2と

いう枠組みで新たにとらえようとする動きも顕著になってきま

した。そしてこの観点から行う批評理論的アプローチを (エコ

クリティシズム)lEc∝ riticism)と いう名称で呼び始めていま

す。こうした一連の出来事は、これまでもっぱらアメリカの研

究者の世界における出来事だったわけですが、ASLE―」apanの

活動を中′さとして、日本でもこのような動きが出始めているこ

とは皆さんご承知のとおりです。雑誌『ユリイカ』3月 号の
「特集ネイチャーライティング」は、現段階における最上の問

題提起と解説を含んでいると思います。ご参照下さい。

さらに、る LE Japanは アメリカのネイチャーライティング

のみならず、何よりも「日本のネイチャーライティング」の発

掘作業に目を向けています。なぜ、「発掘」といわねばならな

いかといえば、 〈ネイチャーライティング)と いうジャンルが

いわばアメリカ直輸入の概念であって、日本文学にそれが適用

可能であるかどうか未知数であり、そのような観点からの研究

はまだ手つかずであるからです。ASLE Japanに は昨年、「日

本のネイチャーライティング研究分科会」が有志によって設立

されました。これは前記のような課題を検討し、研究を推進し

てゆくためのグループです。アメリカ文学におけるネイチャー

ライティング研究が進むにつれて、アメリカではむしろネイ

チャーライティングの「国際化」という問題への関心が浮上し

つつあります。これは、アメリカ文学の枠内だけにとどまら

ず、国際的な規模でネイチャーライティングの存在と意義をと

らえようとする試みです。日本のネイチャーライティング研究

はその一翼を担うことになります。従来、日本における外国文

学研究はかならずしも日本文学研究にフィードバックされるこ

とが少なく、研究者も外国にしか目を向けて来ませんでした。

その意味では奇妙に閉鎖的であったわけです。しかし、ネイ

チャーライティングというジャンルの意義を考えれば考えるほ

ど、これを日本文学の問題としてとらえ返すのは当然だといわ

ねばなりません。分科会の研究が進み、研究会や大会で日本の

ネイチャーライティングが議論され、やがては本格的なネイ

チャーライティングの書き手が出現する。そんな未来を想定し

ています。また将来的には、そのほかにもさまざまな分科会が

研究グループとして編成されることを願っています。思いつき

ですが、たとえば、 (エコフェミニズム)、 (フィクションと

環境)、 〈文学と環境教育)、 〈文学的風景論〉、etc.。

ASEttapanの 年間行事は10月 の年次大会が最大のイベン

トですが、その前後に数回にわたる研究会 (随時)を開催しま

す。年次大会でヤ灘SЫ3-Japanの運営にかかわる総会と、文学

と環境をめぐる研究発表を行います。年次大会の内容は研究発

表のみならず、講演会やシンポジウム、ワークショップ、展示

会など多彩なものにしてゆきたいと考えています。 (ア ウティ

ングやネイチャーゲームを取り入れたこの会らしい趣向も欲し

いところです。アイデアのある方はぜひお

知らせ下さい。)いっぼう、研究会のス

ケジュールはあまり固定的ではありま

せん。アメリカや外部からのゲストを

招いての講演会や読書会形式の討

論、分科会の議論などを主としてい

ます。また地区別では、中四国が

もっとも活溌ですが、徐々に各地

域にこのような研究会が形成され

るものと思われます。

『ASLEttapan/文学・環境学

会Newsletter』 は年 2回 (春・

秋)刊行されます。地理的な条件や

仕事の都合などでなかなか大会・研

究会に参加できない方にとって

は、これがもっとも重要な情報

源であり、交歓の場となりま

す。会員は北は北海道から

南は沖縄まで、日本全国

に散 らばりなかなか一
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交換し合う役目を果たします。掲載記事は、ASIIE―」apanの活

動内容、決定 。変更事項、出版情報、そして会員による寄稿

(エ ッセイ、情報、告知)などです。ニューズレター編集室は

つねに情報提供や寄稿をお待ちしています。また今後、会誌の

発行も検討されています.よ り学術的な情報や論文が会誌に掲

載されることになれば、ニューズレターの役割もおのずと変化

することと思われます。

目を奪うほどではないにせよ、ネイチャーライティング関係

の翻訳書がシリーズ化されて出版されたり、雑誌の特集が編ま

れたり、新聞記事に登場したりと、ネイチャーライティングを

取り巻く環境は数年前に較べて格段に整ってきています。じっ

さい、ネイチャーライティングというカタカナ術語は日本でも

文芸用語として定着したかに見えます (『現代用語の基礎知識

95年板』参照)。 さらに今後も雑誌特集、研究論文集、翻訳、

英語教科書などのかたちで関連出版が予定されているようで

す。それだけでなく、讀賣新聞社主催のシンポジウム、日米環

境文学シンポジウムといったイベントも継続的なものになる可

能性が強くなってきました。 (文学は自然や環境とどうかかわ

るか)をテーマとして発足したASLE―」apanが、すでにこのよ

うなテーマをさまざまなかたちで追究してこられた方々のネッ

トワーク化を果たし、その基盤に則ったかたちで、少しでも

〈環境文学)の研究に貢献できればと思います。まだまだ概念

規定も方法論も定まらない面の多いいわば発展途上の研究分野

ですが、それだけに多様な試みや実験が可能なのではないで

しょうか。またじっさいそれに値する可能性を秘めた分野だと

思います。

Envfronmantar Literature=An fnfernaffonal Handbookに つ い て

山  具  勝  己

3月 9日 に青山学院大学で開催されました研究会で、ニューヨークのGarhnd社から刊行予定 (1997)のDⅣkttm釦―

tar」rerarureν bbFematiαttlfandtn来 (L輛よ D.MЩph勇Dに 関する話し合いが行われ、次のことが確認され
ました。

1 日本からの論文は、以下の4テーマでまとめる。

(1)Nattlre in Pre― n■odern」apanese Literature(4,000 words)

秋山健、Bruce Anen他
(2)Nattlre in Modem Japanese uterattlreに ,000 words)

木下卓、外岡尚美、太田雅孝

(3)Nonflction Nattlre WHting(3,000 words)

野田研一、大神田丈二、石井倫代、高田賢一、生田省吾、外岡尚美

(くD Conservation Movement and I」 terattlre(3,000 words)

高橋勤、岡島成行、赤嶺玲子、山里勝己

2 各論文はそれぞれのチーム・ リーダー (秋山、本下、野田、高橋)が中心となって

まとめる。

3 原稿締切は9月 10日 とする。

ASLE―Japanの 「日本のネイチャーライティング」分科会の取り組みとなりますが、会員の皆様からのご協力を仰ぎ
ながらまとめていきたいと考えております。取り上げるべき作品、 問題点、作家などについてそれぞれの執筆責任者
(チーム・リーダー)に ご教示ください。

ASLE―」apan home pageに rフ ぃ て■■

北海道大学の土永孝氏より「ASu>」 apan hOrne pageを設けてみました。URLは http://icarus.1lcs.hokudai_acjp/aslei/

aSlei_ht耐です。現在このベージにはholne pageの 趣旨説明の文章が置いてあるだけです。学会・研究会の案内、会員募集、
syuabus、 その他の報告など、会員やその他不特定多数の人々への安上がりな広報手段としてどれだけ有効か実験してみてはど

うかと思いますが、いかがなものでしょうか。なお、春季一時的にサーバマシンのシステム更新のため運用を停止する予定です」
という、インターネット上lυSLE―Japan home page開 設の提案がありました。まだ試行中のようですが、アクセスしてみては
いかがでしょうか。発信型の学会を目指す以上、home page開設は急務だと思われます。土永氏もしくは事務局にE一Mail等でご

意見をお寄せ下さい。土永氏のアドレスヤ灘町 :tuti@lilim.ucs.hokudai.acjp、 事務局のアドレスは奥付に記載されてあります。

なお、名古屋大学の加藤貞通氏も本格的なhome pageを 開設しており、『ユリイカ』特集号の内容紹介や長良川河口堰問題の

報告も見られるようです。URLlthttp://1ang.nagoya―u.acjp/～ kato/です。
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事務局ニュース

◎お願い

1)新会計年度に入りました。1996年度会費一一般 ¥3000、 学生¥2000-を 同封の振替用紙にて納入して下さい。

2)現在、事務局ではできるだけ広範な方々にニューズレターなど諸連絡ができるように、メイリングリストに基づい

て書類をお送りしています。メイリングリストには現在、128名の方のお名前があります。そのうち、前年度から今年度

にかけてちょうど80名の方が、正式登録されております。会員登録を希望される方は、至急手続きをお願いします。登

録手続きはニューズレター末尾の用紙をお使い下さい。

3)近 く会員名簿を作成してお届けする予定です。氏名、住所、電話、勤務先の4項 目を掲載しますが、公表を差し控

えられたい事項がありましたら、ご連絡下さい。

4)秋の札幌大会の総会で新役員人事について検討される予定です。新役員として仕事をしてみたいというご希望をお

持ちの方は、早めに事務局 (野田)までご連絡下さい。役員は2年任期です。ただし、役員選出に当たっては、地域別

分布なども考慮しておりますので、かならずしもご希望に沿えない場合もあります。ご了承下さい。役員の仕事につい

ては本ニューズレター 1ページロをご覧下さい。

'96年 秋 の統 合 で新 役 員人 事 を行 わ な けれ ば な りませ ん 。 そ

こで 、役 員 と して参 カロす る責 見 を お持 ち の方 は事 務 局 まで お

申 し 出 下 さ い 。 LEL様 の 積 極 的 な 参 力口を 期 待 し て い ま す 。

θ″θθケ′ο/ノ∂/δ′∂
■ニューズレターのNo.4をお届けします。発行するごとに

ページ数が増加し、今号はついに20ページになりました。これ

もASLEづapanが発展した結果であって、まだ感慨にふけるほ

ど歴史を積み重ねているわけではありませんが、忙しい中を投

稿して下さったり、翻訳をして下さったり、編集に協力して下

さったりした皆様に感謝と敬意を表するとともに、率直に喜び

たいと思います。とくに近江満里子さんには校正の段階でお手

伝を頂き感謝の言葉もありません。今後とも皆さんの積極的な

投稿を期待するとともに、編集に協力して頂ければと思いま

す。どうぞ宜しくお願いいたします。■最近のニュースでもっ

とも印象に残り、考えさせられたのは、あのユナ 。ポマーの逮

捕劇でした。彼の荒野での生活がソローの系譜に連なるアメリ

カのネイチャーライターの見事な陰画になっているように思え

たからです。文明批判、社会批判が郵便爆弾に短絡するなど問

題外で、犯人の個人的資質の問題、狂気を過大評価するつもり

はありませんが、事件に「荒野」が介在し、「隠遁生活」が

あったことを考えると、ネイチャーライティングはあるいはこ

の事件で大きな難題を抱えてしまったのかもしれません。荒野

に自由の最後の砦を見ていたエトワード・アピーが生きていた

らどのような意見を述べたでしょうか。また、現在荒野に住み

世界に向けて表現しているネイチャーライターたちはこの問題

にどのように応えるのでしょうか。■最後にお願いがありま

す。ニューズレター編集に協力頂ける方、あるいはDeskTop
Pubushingに 関心のある方はご連絡下さい。ニューズレター

はマッキントッシュ上でPageMakerと いうソフトを使い制作

しています。 (」 )

ASLE―」apan

文学・環境学会

【発 行】

ASLE―」apan/文学 。環境学会

事務局 金沢大学教育学部英語研究室

代表  野田 研一

〒920-11金 沢市角間町

【編 集】

編集委員 大神田丈二/石井 倫代

ニューズレター編集室
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